
2次関数（ 𝑦 = 𝑎𝑥2 + 𝑞,
𝑦 = 𝑎（𝑥－p）2のグラフ）



この回のポイント

• ２次関数のグラフを作成する

• 前回の2次関数との違いを比較する



数学用語を身につけよう

つまり, 𝑦 = 2𝑥2＋３のグラフは𝑦 = 2𝑥2のグラフ
を𝑦軸方向に３だけ平行移動した放物線 と言え
ます!!

レポートの表からわかるように,同じ𝑥の値に対して,
２𝑥2＋３の値は２𝑥2の値につねに＋３を加えたものと
なっている。よって𝑦 = 2𝑥2＋３のグラフは𝑦 = ２𝑥2のグ
ラフを𝒚軸方向に３だけ移動した放物線である。
このとき,頂点は(０,３)で,軸は𝒚軸である。
図形を一定方向に,一定の距離だけ動かすことを平行
移動という。



2次関数のグラフを書こう
次の表を完成させて,グラフを書こう
𝑦 = ２（𝑥－１）2 これは, 𝑦 =２×（𝑥－１）×（𝑥－１） と
考えて,それぞれ𝑥の値を代入し, 𝑦を求めていきます。
例えば, 𝑥＝０ならば𝑦 =２×（０－１）× （０－１）＝２
となります。



2次関数の
グラフを書こう

●が取れれば,あとは

なめらかに線を書いて
いきましょう。

注意点は「なめらかに」
書くこと。直線にならな
いように注意!!
グラフの上部は,突き出
るように書きましょう!!

𝑦 = ２(𝑥－1)2

𝑥 … －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ …

𝑦 … ３２ １８ ８ ２ ０ ２ ８ …



数学用語を身につけよう

つまり, 𝑦 = 2（𝑥－１）2のグラフは𝑦 = 2𝑥2のグ
ラフを𝑥軸方向に１だけ平行移動した放物線
と言えます!!

レポートの表からわかるように,同じ𝑥の値に対して,
２（𝑥－１）2の値は２𝑥2の値と比べて,全体が右に１だけ
ずれて並んでいる。
よって𝑦 = 2（𝑥－１）2のグラフは𝑦 = ２𝑥2のグラフを𝒙
軸方向に１だけ平行移動した放物線である。
このとき,頂点は(１,０)で,軸は点(１,０)を通り,𝒚軸に平
行な直線である。これを𝒙＝１と表す。



2次関数のグラフを書こう

表ができあがれば,次はグラフを
書きましょう!!

次の表を完成させて,グラフを書こう
𝑦 = ２（𝑥－１）2＋３ これは,

𝑦 =２×（𝑥－１）×（𝑥－１）＋３ と考えて,それぞれ𝑥の値
を代入し, 𝑦を求めていきます。
例えば, 𝑥＝０ならば𝑦 =２×（０－１）× （０－１）＋３＝５
となります。

𝑥 … －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ …

𝑦 … ３５ ２１ １１ ５ ３ ５ １１ …



2次関数の
グラフを書こう

●が取れれば,あとは

なめらかに線を書いて
いきましょう。

注意点は「なめらかに」
書くこと。直線にならな
いように注意!!
グラフの上部は,突き出
るように書きましょう!!

𝑦 = ２（𝑥－１）2＋３

𝑥 … －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ …

𝑦 … ３５ ２１ １１ ５ ３ ５ １１ …

𝒙



数学用語を身につけよう

ここまでくると,さすがにややこ
しい面もあります。
頑張りましょう!!

２（𝑥－１）2＋３のグラフは２（𝑥－１）2のグラフと比べて,
全体が𝐲軸方向に３だけ平行移動している。また,
２（𝑥－１）2のグラフは２𝑥2のグラフと比べて,全体が𝒙軸
方向に１だけずれて並んでいる。
よって𝑦 = ２（𝑥－１）2＋３のグラフは𝑦 = ２𝑥2のグラフ
を𝑥軸方向に１,y軸方向に３だけ平行移動した放物線で
ある。
このとき,頂点は(１,３)で,軸は𝑥＝１である。


